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国際基督教大学（ICU）

ます。大切にしているのは、与えられた情報を鵜呑み
にせず客観的に検証する「批判的思考」をもち、仲間
や教員と「対話」を重ね、「多様性」を尊重し合うこと。
これらはより良い未来を創出するために欠かせない価
値観で、湯浅八郎初代学長が掲げた理念である「明日
の大学」の根幹にあるものです。

メジャー制と３学期制で、多彩な専門性を修得

　ICUでは､入学時に専門を決めません。入学後､文理
にわたるさまざまな授業を実際に履修しながら､自分の
興味､関心を見極め､２年次の終わりに31のメジャー（専
修分野）の中から専攻を選択します。選択方法は､１つ
のメジャーを修める「メジャー」、２つのメジャーを履
修する「ダブルメジャー」、２つのメジャーの比率を変
えて履修する「メジャー､マイナー」の3パターンあり､
例えば物理学と音楽を同時に履修するなど､文理問わず
自由に組み合わせることができます。選択したメジャ
ー以外の授業も自由に履修することも可能です。
　授業は３学期制で行われ、学期ごとに完結します。
選択機会が４年間で12回あるうえに、大半の科目が週
に複数回実施されるため、集中的に学ぶことができま
す。「対話」を軸としたリベラルアーツ教育を実現する
ため、教員1人に対して学生数18人という少人数教育を
実践しています。

学部・学科

教養学部　アーツ・サイエンス学科
＜31のメジャー（専修分野）＞
美術・文化財研究、音楽、文学、哲学・宗教学、経済
学、経営学、歴史学、法学、公共政策、政治学、国際
関係学、社会学、人類学、生物学、物理学、化学、数
学、情報科学、言語教育、言語学、教育学、心理学、
メディア・コミュニケーション・文化、日本研究、ア
メリカ研究、アジア研究、ジェンダー・セクシュアリ
ティ研究、開発研究、グローバル研究、平和研究、環
境研究

文理の枠を超えた学びで､答えのない問いに挑む

　大学名に「国際性」「キリスト教主義」「学問」を冠
する国際基督教大学（ICU）は、1953年の献学以来、
世界平和に貢献する人材を養成することを目的に、先
進的なリベラルアーツ教育を実践してきました。リベ
ラルとは「自由」、アーツとは「学術」。文字通り、既
存の学問の枠組みを超えて自由に学術を探究し、他者
とともに自分自身を認め、高め合う教育を意味します。
　設置学部は、教養学部の1学部のみです。あらゆる
学問を「教養」と捉えて広く学ぶことで、さまざまな
分野との関連性の中で問題へアプローチする力を養い

ほとんどの授業が行われる大学本館 約62万平方メートル、東京ドーム13個分の広大なキャンパス

学長メッセージ

国際基督教大学

学長 岩切 正一郎 氏

対話を重ねて創造する
一人ひとりの知的好奇心に応える
リベラルアーツ大学

文理融合の学びから得る、多様な考え方

　ICUでの４年間を通して、これからの人生の基礎を、
自然科学、社会科学、人文科学からなる幅広い分野の
学問に触れながら作ってほしいと思います。興味・関
心は一人ひとり異なりますし、どの分野を軸に学びを
深めるかは学生の関心次第です。大切なことは、専門
分野だけに限定せず、多角的な視野を持って物事の本
質を捉えようとすることです。
　人間や社会を、一つの考え方だけで説明することは
できません。たとえば社会の仕組みを考えるときには、
客観的なデータや情報に基づいた判断が必要です。し
かしこれだけでは不十分で、人々の思想や芸術にも目
を向けないと、とても窮屈な社会になってしまうでし
ょう。人文科学、社会科学、自然科学はつながってい
ることを知り、その全ての視点を持ちながら自分自身
の学びを深めることがとても重要なのです。

ICUのリベラルアーツは自分を自由にする学問

　リベラルアーツは、知的好奇心を自由に追究し、学
びを深めるための手法です。また、自分自身の中にあ
る偏見や思い込みなどといった「無意識のバイアス」
に気づき、バイアスによって隠されていた自由で新し
い考え方に出会う手段でもあります。
　大学のトップとして大切にしているのは、「対話」
と「創造」です。世界に目を向けると、新しい社会の
仕組みやテクノロジー、芸術などは対話から生み出さ
れ、発展しています。ですから学生には、自身の考え
や価値観を持つのと同時に、グローバルな課題にも敏
感であってほしいと思います。「人間の幸福とは何か」
という普遍的かつ大きな視点も、今後の激動する社会
において、ますます重要になるでしょう。さまざまな
人との対話を通して多角的な視野を養い、他者に奉仕
する心をもちながら、自らの人生を豊かに創造する力
を身につけてほしいと思います。

日英バイリンガルで真のグローバル人材を

　国際基督教大学（ICU）では、多様性と批判的思考、
そして対話を軸としたリベラルアーツ教育を実践して
います。その特長の一つは、約50カ国から集う学生が
分け隔てなく同じ授業を履修し、共に学んでいくこと
です。授業は、日本語と英語の２言語で開講しており、
全ての学生が日英両語で学ぶことを求められます。留
学生は日本語や日本の文化を学ぶことによって日本へ
の理解を深めますし、日本語が母語の学生も英語だけ
でなく、学術的な日本語運用能力を身に付けます。
　グローバル人材に求められるのは、英語を話せるよ
うになることだけではなく、世界的な枠組みを意識し
て考えること。自分自身の今いる場所、置かれている
立場、職業などにかかわらず、日々、グローバルな視
点でものごとを考えていくことが大切です。このよう
な精神は、世界の抱えるさまざまな課題に取り組むう
えで、欠かせないものだと考えています。
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